
活性汚泥中の微生物 

 

１ ねらい 

 

河川には自浄作用がある。流入した汚濁物質は流れるにつれて浄化されていく。これは細菌、原生動物

（単細胞）、後生動物、藻類、水生昆虫など様々な生物のはたらきによるところが大きい。下水処理で行

われている活性汚泥法は、細菌、原生動物、後生動物などを培養することで、汚水中の有機物を吸着、酸

化、同化して浄化する方法である。  

活性汚泥中の微生物を観察することで、多くの微生物が、環境保全のために重要な役割を担っているこ

とを理解し、自然と人間生活の結びつきを実感する。 

 

２ 準備するもの 

・活性汚泥（下水処理場でもらってくる） 

・顕微鏡  ・スポイトまたはピペット  ・スライドガラス  ・カバーガラス 

 

※ 県内の主な下水処理場 

浜黒崎浄化センター（富山市浜黒崎）  

神通川左岸浄化センター（新湊市海竜町） 

二上浄化センター（高岡市二上字梅田）  

 

３ 観察の方法 

① 活性汚泥は水槽用ポンプでエアレーションしておけば、３週間程度は使用可能である。 

② ビーカーに入れ３分ほど静止すると活性汚泥が沈殿する。 

③ 活性汚泥をピペットで採取し、スライドガラスの上に１滴を滴下する。カバーガラスを静かに載せ、試

料を均等に拡散させる。この時試料がカバーガラスから漏出するようであれば試料が多すぎる。 

④ カバーガラスの周辺をマニキュアで塗ると、水分の蒸発を防ぎ長時間観察できる。また、マニキュアを

塗って封印すると、溶在酸素が消費され、動きが速く観察が困難な生物も、動きが鈍り観察しやすくなる。 

 

 

 

 

   エアレーション              活性汚泥の沈殿         スライドガラスに滴下 

⑤ 活発に活動している微生物の細部構造はなかなか観察できない。薬品の使用によって運動を抑制して観察  

する方法として、次の２通りがある。 

   ・観察直前に NiSO4 溶液を最終濃度 0.01％になるよう添加する。 

    ・メチルセルロース（10％溶液）を適量添加する。 

活性汚泥は下水道を流れる汚水を含むので、衛生面に配慮し、手に汚泥が付いた場合はすぐに手を洗わ 

せ、70％アルコールで消毒する。 

 

 



４ 観察結果(活性汚泥中に見られる微生物の特徴) 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５  解説 

私たちが生活に使って汚した水は、下水道を通って下水処理場へ送られる。その汚水はいくつかの過程

で処理され、きれいな水にしてから自然界へ戻される。右図は下水処理場のエアレーションタンクである。

この過程では、茶色の処理水に大量の空気が送り込まれている。汚水の中の有機物（汚れの成分）などを

エサとして生活している微生物が呼吸できるよう酸素を送るためである。 

この処理水の沈殿したものが「活性汚泥」である。処理水１リットル中に細が、およそ数千万から数億

個体、原生動物と後生動物は合わせて５千～２万個体いるといわれている。 

海や川などでは、ケイ藻や緑藻などの植物が酸素を供給することで、自浄作用を維持している。下水処

理で行われている技術は、人類が自然界から学んだ知恵を応用したものといえる。 

 

 

６  発展学習 

川の石や池の底などのヌルヌルした部分をそぎ取り顕微鏡で観察する。活性汚泥中と同じ微生物や藻

類、ケイ藻などを観察することができる。 

川の石などについている微生物を観察することで、活性汚泥法が自然界からヒントを得た技術であるこ

とが理解できるので、環境保全の学習につながる。 
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